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明
治
三
年
、
古
川
町
方
村
後
風
土
記
書
上
帳 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
井 

重
治 

  
 
 

は
じ
め
に 

 

付
図
を
含
め
て
四
巻
か
ら
な
る
『
古
川
町
史 

史
料
編
』（
以
下
『
町
史
』）
は
、

自
治
体
史
の
中
で
白
眉
と
い
え
る
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
碩
学
大
野
政
雄
氏
と
そ
れ

を
支
援
し
た
古
川
町
民
と
の
厚
い
信
頼
関
係
が
も
た
ら
し
た
賜
物
で
あ
る
。
大
野
氏

（
一
九
〇
九―

二
〇
〇
七
）
が
亡
く
な
っ
て
久
し
い
今
で
も
、
町
に
は
氏
へ
の
変
わ

ら
ぬ
感
謝
と
敬
愛
の
念
が
残
る
。 

こ
う
し
て
で
き
た
町
史
に
は
実
に
良
質
な
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

り
こ
の
地
域
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
一
地
域
史
と
い
う
枠

を
越
え
て
広
く
示
唆
を
与
え
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
個
別
特
殊
な
著
作
で
あ
る
と
同

時
に
、
普
遍
的
な
価
値
を
も
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
個
別
特
殊
で
あ

る
こ
と
を
極
め
た
が
故
に
、
普
遍
的
価
値
を
持
ち
得
た
と
い
え
よ
う
。 

 

今
回
取
り
上
げ
る
、
飛
騨
国
後
風
土
記
書
上 １

も
そ
う
し
た
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。

町
史
に
は 

・
信
包
（
個
人
蔵
） 

・
杉
崎
（
寿
楽
寺
蔵
） 

・
上
北
（
飛
騨
市
蔵
） 

の
三
村
分
の
書
上
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
年
に
高
山
県
知
事
宮
原
積
が
富
田

礼
彦
に
委
嘱
し
て
、
飛
騨
の
地
誌
を
編
纂
さ
せ
た
。
そ
れ
が
明
治
六
年
に
『
斐
太
後

風
土
記
』
と
し
て
結
実
す
る
。
編
纂
に
先
立
ち
、
高
山
県
が
飛
騨
中
の
村
々
に
飛
騨

国
後
風
土
記
書
上
を
作
成
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
命
じ
た ２
（『
町
史
二
・
四
九
五
』）。

飛
騨
の
四
百
余
か
村
が
そ
れ
に
応
じ
て
、
村
内
を
調
査
し
書
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
書
上
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
に
、
こ
れ
ま
で
『
斐

太
後
風
土
記
』
を
富
田
礼
彦
の
著
書
と
解
し
て
安
易
に
重
宝
が
り
利
用
し
て
き
た
傾

向
が
あ
っ
た
。
最
近
で
は
、
明
治
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
斐
太
後
風
土
記
』
を
幕
府
に

献
上
し
た
と
か
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
写
本
を
原
本
と
す
る
な
ど
誤
謬
が
目
に
余

る
（『
高
山
市
史
』（
二
〇
二
〇
）
は
論
外
に
し
て
も
、
も
う
一
度
こ
の
す
ぐ
れ
た
古

典
的
著
作
の
成
立
を
丁
寧
に
検
証
し
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
正
確
な

利
用
を
心
掛
け
て
い
く
必
要
が
あ
る ３

。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

一
、
引
用
書
目 

 

江
戸
時
代
に
高
山
役
所
の
地
役
人
で
あ
っ
た
富
田
礼
彦
は
、
高
山
の
国
学
者
田
中

大
秀
の
門
下
で
あ
っ
た
。
そ
の
豊
か
な
学
殖
は
、
著
書
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
引
用

書
目
」
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
引
用
書
目
と
は
、
今
日
風
に
い
え
ば
参
考
文
献
で

あ
り
出
典
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
和
漢
の
書
物
が
九
十
四
種
挙
げ
て
あ
る
。
和
本
で
は

記
紀
を
は
じ
め
と
し
た
古
典
的
書
物
、
そ
れ
に
加
え
て
飛
騨
国
内
の
『
飛
州
志
』『
岷

江
記
』『
荏
野
冊
子
』
な
ど
も
あ
る
。
漢
籍
で
は
『
史
記
』『
前
後
漢
書
』『
杜
律
』

な
ど
で
あ
る
。 

 

一
方
、
本
文
に
あ
た
る
と
引
用
書
は
そ
れ
ら
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、

『
梅
花
無
尽
蔵
』『
雲
根
志
』『
閑
田
耕
筆
』『
畸
人
伝
』『
北
海
遊
簿
』
や
飛
騨
で
書

か
れ
た
『
高
原
旧
事
録
』『
三
郡
神
社
考
』『
運
材
図
会
』『
千
光
寺
記
』『
三
沢
記
』

な
ど
、
さ
ら
に
は
元
禄
検
地
帳
・
村
明
細
帳
・
宝
暦
除
地
帳
と
い
っ
た
地
元
古
文
書

に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
同
僚
山
崎
弘
泰
「
山
分
衣
」、
亡
友
蒲
八
十
村
「
旧

記
」「
見
聞
録
」「
遺
録
」
な
ど
の
引
用
も
目
を
引
く
。 

 

そ
れ
ら
に
加
え
て
今
回
取
り
上
げ
る
書
上
が
、「
村
長
が
風
土
記
書
上
帳
」・「
風

土
記
書
上
」・「
村
長
書
上
帳
」・「
村
長
の
書
上
」・「
今
般
調
書
」
な
ど
と
し
て
随
所

に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。 
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二
、
残
さ
れ
た
書
上
帳 

飛
騨
で
編
ま
れ
た
各
自
治
体
史
の
中
で
、
明
治
三
年
に
高
山
役
所
に
提
出
し
た
こ

の
書
上
を
採
っ
て
い
る
も
の
は
『
古
川
町
史
』
以
外
に
は
『
神
岡
町
史
』『
河
合
村

誌
』
し
か
な
い
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
地
元
に
残
さ
れ
た
控
え
と
な
っ
て
い
る
。
地
元

に
残
る
控
え
を
採
取
す
る
こ
と
こ
そ
が
た
い
へ
ん
地
道
で
重
要
な
作
業
な
の
で
あ

り
、
他
の
地
域
で
も
同
様
な
努
力
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
、
当

時
高
山
県
に
提
出
さ
れ
た
正
式
文
書
が
実
は
残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
本
来
な
ら
、
提
出
先
の
高
山
県
役
所
に
残
る
は
ず
だ
が
、
実
際
は
編
集

に
あ
た
っ
た
富
田
礼
彦
の
手
元
に
置
か
れ
た
ま
ま
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た

残
り
方
を
し
た
の
は
、
明
治
四
年
に
高
山
県
が
筑
摩
県
へ
と
再
編
制
さ
れ
、
発
注
し

た
高
山
県
が
消
滅
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。 

こ
れ
ま
で
に
書
上
原
本
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
た
の
が
、
礼
彦
の
孫
に
あ

た
る
富
田
令
禾
氏
で
あ
る
。
昭
和
三
十
九
年
か
ら
十
九
回
に
わ
た
り
、『
飛
騨
春
秋
』

に
連
載
さ
れ
た
「
風
土
書
上
帳
」
で
そ
れ
ら
の
一
部
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
令
禾

氏
に
よ
れ
ば
、
当
時
富
田
家
に
残
さ
れ
て
い
た
の
は
大
野
郡
六
十
六
か
村
、
吉
城
郡

六
十
一
か
村
、
益
田
郡
四
十
五
か
村
の
各
分
だ
と
い
う ４

。
そ
れ
以
外
の
分
は
、
散
逸

し
た
の
か
そ
も
そ
も
未
提
出
だ
っ
た
の
か
確
認
で
き
て
い
な
い
。
令
禾
氏
は
、
そ
れ

ら
の
中
か
ら
十
六
か
村
を
取
り
上
げ
て
翻
刻
し
紹
介
し
た
。
書
上
の
内
容
は
村
に
よ

り
濃
淡
の
差
が
あ
り
、
令
禾
氏
は
そ
れ
ら
の
中
か
ら
中
身
の
充
実
し
た
も
の
を
特
に

選
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
十
六
か
村
の
中
に
古
川
町
方
村
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
分
量
は
多
く
、
五
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
て
い
て
、
全
体
の
四
分
一
の
紙
面
を
占

め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
辺
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
後
書
き
し
て
い
る
。 

こ
の
書
上
帳
の
表
紙
に
、
里
正
後
藤
帯
三
郎
と
筆
者
の
名
が
明
記
し
て
あ
る
。
他

町
村
の
に
比
べ
て
詳
細
な
書
き
方
で
あ
る
が
、
此
人
は
山
崎
弘
泰
門
の
篤
学
者
で
、

田
中
大
秀
門
の
重
郷
の
長
男
で
あ
る
。
通
名
は
源
七
郎
か
こ
の
帯
三
郎
で
重
泰
が

本
名
。
明
治
維
新
に
は
戸
長
や
大
区
長
と
な
り
、
後
、
郵
便
局
長
も
勤
め
た
。
明

治
四
十
四
年
十
二
月
十
三
日
、
六
十
八
才
で
没
し
た
高
名
の
有
識
人
で
あ
る
。 

以
下
で
古
川
町
方
村
の
書
上
を
写
真
で
載
せ
る ５

。
長
文
で
あ
る
た
め
、
当
初
は
一
部

の
紹
介
に
留
め
る
こ
と
も
考
え
た
。
と
い
う
の
は
、
令
禾
氏
が
す
で
に
全
文
を
翻
刻

し
て
い
る
し
、『
斐
太
後
風
土
記
』
が
こ
の
書
上
に
多
く
負
っ
て
い
て
重
複
す
る
部

分
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
紹
介
す
る

こ
と
に
躊
躇
し
た
が
、
古
川
町
方
村
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
た
か
く
も
貴
重
な
遺
産

を
、
ま
ず
は
地
元
の
方
々
に
是
非
と
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
あ
え
て
全
文
を
掲
載

す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る ６

。 

 

な
お
、
史
料
の
撮
影
に
は
飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館
の
牛
丸
岳
彦
館
長
お
よ
び
松

永
英
也
学
芸
員
に
多
く
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。 
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三
、
古
川
町
方
村
後
風
土
記
書
上
帳 
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注 

 

１
、
各
村
か
ら
の
書
上
は
、「
後
風
土
記
明
細
取
調
」「
古
跡
・
里
諺
等
調
書
」「
後

風
土
記
書
上
」「
風
土
書
上
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

書
上
を
命
じ
た
高
山
役
所
の
廻
状
が
、「
当
飛
騨
国
後
風
土
記
、
新
規
出
来
に
付

き
、
左
の
類
い
取
調
べ
申
し
出
ず
べ
き
事
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
飛
騨
国

後
風
土
記
書
上
」
を
採
る
が
、
便
宜
上
、
単
に
書
上
と
も
し
た
。 

２
、
廻
状
に
例
示
さ
れ
た
取
調
べ
事
項
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
系
譜
類
（
旧

家
や
武
士
ま
た
は
そ
の
家
来
）・
古
記
類
（
社
寺
縁
起
や
鐘
の
銘
、
本
尊
裏
書
、

経
文
の
奥
書
、
棟
札
）・
旧
家
・
古
書
、
古
画
、
古
器
・
古
跡
、
名
所
・
古
墳
墓
・

神
社
（
祭
神
）・
古
寺
院
跡
（
宗
派
）・
村
名
、
郷
名
、
郡
名
（
名
称
の
由
来
）・

草
木
鳥
獣
。 

３
、『
斐
太
後
風
土
記
』
に
対
す
る
『
高
山
市
史
』
の
根
本
的
な
誤
り
に
つ
い
て
は
、

堀
祥
岳
氏
が
適
確
な
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（「『
斐
太
後
風
土
記
』
の
書
誌
学

的
考
察
」（『
斐
太
紀
』
第
26
号
）。 

４
、
令
禾
氏
に
よ
れ
ば
、
書
上
は
各
村
以
外
に
寺
社
や
旧
家
か
ら
も
提
出
さ
れ
た
と

い
う
。 

５
、
飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館
所
蔵
。 

６
、『
斐
太
後
風
土
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
事
柄
が
、
そ
の
成
立
年
で
あ
る
明
治
六

年
の
も
の
と
は
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
の
書
上
に
あ
る
「
杉
本
大
神
」
は
同

三
年
段
階
の
社
号
で
あ
り
、
同
六
年
に
は
気
多
若
宮
神
社
へ
と
変
更
に
な
っ
て
い

る
が
ご
と
く
で
あ
る
。 

   


